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パン屑とトウフ粕を活用した豚からの環境負荷物質同時低減飼料

飼料中の粗蛋白質およびリン含量を下げアミノ酸とフィターゼを添加するとともに、銅と亜鉛の

添加量を自主規制上限値から要求量に近づけた、パン屑とトウフ粕主原料飼料を肥育前期豚に給

与することにより、産肉性や肉質に影響を与えることなく、豚からの窒素、リン、銅、亜鉛およ

び尿排泄量を同時に低減できる。

農業研究センター 畜産研究所 中小家畜研究室（担当者：家入 誠二）

研究のねらい

わが国における家畜糞尿の排泄量はすでに農地の受容能力の限界に達しているとされ、排泄量やそ

の中に含まれる環境負荷物質そのものを低減させるための新しい技術の開発が望まれている。そこで、

食品工場残さであるパン屑とトウフ粕を主原料に、肥育豚の生産性や枝肉の品質を損なうことなく、

良質な豚肉生産を可能とする、豚からの環境負荷物質排泄量低減のための低コスト飼料を開発する。

研究の成果

１．肥育前期豚（30～70 ）においても、窒素、リン、銅、亜鉛排泄量を削減するためには、これkg
らの過剰な給与を避ける飼料配合設計が有効である。

２．通常の飼料組成である対照飼料（粗蛋白質（ ）含量 ％、非フィチンリンおよびリジン含CP 18.0
量が要求量の ％、 ％、無機態の銅および亜鉛を自主規制上限量（銅45、亜鉛55 ／ ）112 105 mg kg
添加）に対して、環境負荷物質の排泄量を低減させる肥育前期豚用飼料（低減飼料）は、 を下CP
げ（ ％）、無機リン無添加、不足する４種のアミノ酸とフィターゼ 単位／ を添加し、CP15 500 kg
無機態の銅および亜鉛は4.4および35.8 ／ の添加量とすることで配合できる（表１）。mg kg

３．パン屑とトウフ粕を利用した環境負荷物質低減飼料（低減飼料）を肥育豚に給与することによっ

て、対照飼料に対し、窒素の排泄量を29％(P<0.05)、リンの排泄量を33％(P<0.01)、亜鉛の排泄量

を53％、銅の排泄量を94％(P<0.01)および尿排泄量を30％(P<0.01)同時に低減できる（図１）。

４．パン屑とトウフ粕を利用した低減飼料の製造単価は、トウモロコシと大豆粕を主体とする対照飼

料に比較して16%低く、肥育豚生産費を6％削減できる（表１、図１）。

５．パン屑とトウフ粕を利用した低減飼料を給与した肥育豚の、発育、飼料の利用性、背脂肪厚は、

対照飼料を給与した肥育豚のそれらと差はない。

成果の活用面と留意点

１．トウモロコシや食品残さを利用した自家配合飼料農家において、豚からの環境負荷物質排泄量の

低減のための低コスト飼料の製造に利用できる。

２．銅、亜鉛添加量の削減には、農場における下痢等の発生状況に留意すること。



[具体的データ]

図１．肥育前期豚からの環境排泄物同時低減飼料の効果と肉豚生産費への影響

　　　　　　　　　　表 １　対照飼料 と環境負荷物質低減飼料の配合割合および成分値

配合割合 （％ ） 対 照飼料 低減飼料 成 　　分 対照飼料 低減飼料 要求量

ﾄｳﾓﾛｺｼ 69 .2 8 55 .61 粗 蛋 白質 、％ 18 .00 15 .00 -
大 豆粕 27 .9 0 13 .00 TD N、％ 77 .00 77 .00 76 .50
パ ン屑 （乾 ） 0 .0 0 18 .00 Ｄ Ｅ、M ca l/ kg 3 .39 3 .39 3 .39
ﾄｳ ﾌ粕 （乾 ） 0 .0 0 2 .00 粗 脂 肪 、％ 3.50 3 .70 -
脱 脂米 ヌカ 0 .0 0 4 .00 粗 繊 維 、％ 2.70 3 .50 -
大 麦荒 ヌカ 0 .0 0 5 .00 カル シウム 、％ 0.61 0 .58 0 .50
植 物性油脂 0.5 0 0 .00 全 リン 、％ 0 .48 0 .36 0 .40
第 ２ﾘﾝ酸 ｶﾙｼｳﾑ 0 .7 0 0 .00 非 フ ィチン リン 、％ 0 .28 0 .13 0 .20
炭 酸 ｶﾙｼｳﾑ 0 .9 0 1 .30 銅 、m g/kg  5 1 .47 8 .01 3 .00
塩 酸 L-リジン 0 .0 0 0 .40 亜 鉛 、m g/kg  8 4 .90 50 .50 50 .00
L -トレオ ニン 0 .0 0 0 .08 ﾘｼ ﾞﾝ ,％ 0 .86 0 .88 0 .83
D ,L -メチオ ニン 0 .0 0 0 .08 ﾒﾁｵﾆ ﾝ+ｼｽﾁ ﾝ ,％ 0 .55 0 .53 0 .51
L -トリプ トファン 0 .0 0 0 .03 ﾄﾚｵﾆ ﾝ ,％ 0 .65 0 .56 0 .54
ﾌ ｨﾀｰｾ ﾞ 0 .0 0 0 .10 ﾄﾘﾌ ﾟﾄﾌｧﾝ ,％ 0 .19 0 .17 0 .16
ビ タ ミン ・ミネ ラル 0.7 2 0 .40 バ リン ,％ 0 .77 0 .61 0 .57

銅 および亜鉛は自主規制上限量を硫酸銅および硫酸亜鉛 として添加 した含量

注 １）　対照飼料の非 フィチ ンリンおよび リジン含量は要求量の 140％ 、105％ 、
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　　表5.　環境負荷物質同時低減飼料が豚の生産性と枝肉の品質に与える影響

区   分 前期後期 例数 肩 背 腰 平均 上物率
％ ％ kg/日 kg/日 cm cm cm cm

対照飼料 18 15 8 3.21 1.00 3.21 3.8 2.1 3.1 3.0 75

低減飼料 15 13 7 3.25 0.98 3.32 3.8 1.9 2.8 2.8 57

F.I.;飼料摂取量、D.G.;１日平均増体重、F.C.;飼料要求率、.B.F.;背脂肪厚

F.C. B.FCP F.I. D.G.


